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は

じ

め

に

若
林一
こ
の
た
び、
「
日
本留
学
の
た
め
の
新
た
な
試

験」
調
査
研
究
協
力
者
会
議
に
お
い
て
「
日
本
留
学

の
た
め
の
新
た
な
試
験
に
つ
い
て
｜
渡
目
前
入
学
許

可
の
実
現
に
向
け
て
｜」
と
い
う
最
終
報
告
を
お
ま

と
め
い
た
だ
き
ま
し
た
が、
本
日
は、
調
査
研
究
協

力
者
会
議
の
委
員
の
先
生
方
か
ら
報
告
の
内
容、
経

緯
等
に
つ
い
て、
お
話
を
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま

す。
平
成一
O
年
六
月
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
が、
ま
ず、
留
学
生
の
入
学
選
考

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
なっ
た
背

長等
に
つ
い
て、
芝
田
委
員
か
ら
お
願
い
し
ま
す。

芝
田…
現
在、
我
が
図
の
留
学
生
数
は
約
五
万
六
0

0
0
人
で、
高
等
教
育
人
口
に
占
め
る
留
学
生
の
比

率
は
欧
米
諸
国
に
比
較
し
て
大
変
少
な
い
数
と
なっ

て
い
ま
す。
こ
の
理
由
と
し
て
は、
い
く
つ
か
考
え

ら
れ
ま
す
が、
そ
の一
つ
と
し
て、
我
が
国
の
入
学

選
考
の
在
り
方
が
考
え
ら
れ
ま
す。
我
が
国
に
留
学

す
る
た
め
に
は、
ま
ず
日
本
に
来
て
試
験
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
こ
の
こ
と
が
海
外
の
留
学
希

望
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
なっ
て
い
ま
す。
そ

こ
で、
海
外
に
い
る
う
ち
に
日
本
の
大
学
の
入
学
許

可
を
出
す
こ
と
を
目
標
に、
そ
の
た
め
の
入
学
選
考

の
重
要
な
材
料
と
な
る
試
験
と
し
て
検
討
を
開
始
し

た
わ
け
で
す。

若
林一
中
嶋
先
生
に
は、
座
長
と
し
て
報
告
を
お
ま

と
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が、
お
ま
と
め
を
い
た
だ

く
に
当
た
っ
て、
特
に
ご
留
意
い
た
だ
い
た
点
な
ど

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い。

中
嶋一
入
学
選
考
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
は、
大

学
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
な
の
で、
委
員
の
先
生

方
も
難
し
い
部
分
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
承

知
し
な
が
ら
も、
留
学
生
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い

う
方
向
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す。
ま
た、
準
備
に
時
間
が
か
か
る
問
題
で
は

あ
り
ま
す
が、
こ
の
よ
う
な
変
革
は
早
く
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら、
平
成一
四
年
度
実
施
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た。
今
後
は、
こ
の
試
験
を

利
用
す
る
大
学
側
の
問
題
が
残っ
て
い
ま
す。
広
報

も
大
事
で
す
が、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て、
大
学

が
ど
う
渡
目
前
入
学
許
可
を
実
現
し
て
く
れ
る
か
を

期
待
し
て
い
ま
す。

2 

1
1

『

日

本

留

学

試

験
」

一

に

つ

い

て

の

基

本的内容

日

本

語

若
林一
日
本
語
力
の
測
定
に
つ
い
て
は、
日
本
語
能

力
試
験
に
代
え
て
「
日
本
留
学
試
験」
に
お
い
て、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
ジ
ャ
パ
ニ
l
ズ
を
シ
ン
グ
ル
ス
ケ

ー
ル
で
測
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が、
こ
の
こ

日本留学のための新たな試験の実施に向けて　『留学交流』9月-2000.09.00



広刀 品L色ヲ弓？と古
田 守一ぷ�／JIL
CONTENTS 2000.9 SEPTEMBER 

特集日本留学のための試験
談座

会
日本留学のための新たな試験の実施に向 けて

一一一・＂＇鵬首i雄 水谷修・星猛 · i,';·;M'/I :rm・村1-.Wt ·芝！日政之・若林；c · 2 

日本留学のための新たな試験について一渡目前入学許可の実現に向けて一（概要版）
－「II本留学のための新たな試験」調査研究協力者会議·8

事例 法政大学における外国人留学生特別入試の概要
紹介 一「筆記と面接による制度Jと「書類審査による制度Jー ……………法政大学入試センター・10

資料

北陸大学留学生海外入試について……・・…・・・・…・……・・…一一…・1111ぶIt・12

日本留学のための試験と準備教育……・・・……・・…ー………イ体

κHV
 

PU
 
DH

 
QU

 
だ
…

ん
t

myf
MH

 

イ

ぴ
川

t
p
山

ー
、，
duれ

工
作

留学生と教育

九州人··＇（＇.における事務系職nに対する
英，it�実務研修について

。：·�b�（ ；�：怜 1Hi1J;!Uft f 干川存美 ・・・…・・・18

海外留学レポート
イタリアWI？体験；it!

日本！1� ( ...・H・·····・H・－－……………………2.J
p-ι.�1＝佐1・··�，・可E

中国留学に新しい規定ができたと開きますが．

その名称と大体の内容を教えてください。 また、

留学生活の場では、 実際にどのような変化が見

られるのでしょうかの・…・・・・・回一・・…・・…ー・ー・・26
!:' ... �陵亙轟�四k’目

第10回マレイシア総合セミナー「アジアの人的

ネットつーク」～留学生焚E誌の現状と謀怨を考えるシン

ホジウム～開催概要
日本マレイシア協会 ・・・・ー・・・…・・…・・…・・・・…... 29 

2000年海外留学フェアの開催について

日ぷ字国際K育協会留学情緒センター・・・・ーー一.... 30 

第1回AIEJ ユネスコ青年交流信託基金大学生

フログラムの募集について

日本国際抜育協会留学情報センター一－－－ •······ 30 

' z・・E・＂�官
「海外留学の手引き」・・パ・・ー・・ －－…………31 

私が会長を務めるTAFS A (Thailand Association 橋を架ける人＠
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コクでE位準備総会を行いま した。 本年1 0 月 には設立 E チャナウオン さ ん
総会を行います。 E タイTA P S A会J�

TA F SAI草、タイの国際教育交流の専門家に、国際 ．

教育交流の分野のトレーニングや情報、その他のサー
ビスを提供するために段立された、非営利団体です。
また、現在タイで学んでいる留学生や将来の留学希望
者をサポートするタイの大学の事務官のために専門教
育も促進していくつもりです。

また、TAFSAは、他のアジア諸国の悶織の団体、
JAFSA、KAF SA、CAFSAfJどと協力して、ア
ジアにおける国際協力交流ネットワークの術祭を！!ti隼
していきます。岡崎に、TAFSAの股立によって、タイ、ミヤンマ一、ラオ
ス、カンボジアおよびベトナムといった閣の悶の学生交流が活発になることが
期待されていると思います。

私は、異なった教育－文化のパッククラウンドを持った留学生からの要求に
応えるには、特別な知織が＊められると考えています。TA FSAの殺立がう
まくいって、タイに留学する学生やタイから海外に留学する学生に私たちの司
門的広サービスが提供できるよう砿れば、学生達1a:留学を非常に快適なものと
感じることができるように砿り‘タイに留学する学生とタイから留学する学生
の殺も纏えることが期待できます。この目的を達成するためには、外国人留学
生の受入れと海外への留学生派遣の現状を、分析する必要があります。結果と
して、アジア諸国において、留学生交流は盟主要な役軍ljを果たすように砿ると為
えています。

＊ ＊ ＊ ＊  
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ギリス）、 コロンピ7大宇（米l‘J)で公衆揖I’lーを学ぴ、 コロンピア大学で防l;ljを取得

マヒドン大学及ぴコンケン大学教佼を続て、 特命公衆街中1,PJ大｜店、 大学大任、 外務大mと

いったタイ政J{fの1変革置を紙任した。 卵白：、 7オン・テクニカJレ カレッジ泊！＇IH主。会長と

して. TAPS A設立にi:�｝J した。目午して？Jiを修めた努力家であり、 tft.郷の1tしい

人々の持i'J;ffil克t••J 1ニのためにJ:�)Jし、 7イリピンの財1·IIからぷ彰された劇務提もある。



と
に
つ
い
て、
お
話
し
く
だ
さ
い。

水
谷一
大
学
で
勉
強
す
る
た
め
に
は、
日
本
語
力
は

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が、
従
来
の
日
本
語

能
力
試
験
で
は、
大
学
で
必
要
と
す
る
日
本
語
が
測

定
で
き
ず、
向間
学
生
を
大
学
に
受
け
入
れ
て
指
導
す

る
た
め
の
試
験
と
し
て
は
不
適
切
で
し
た。
こ
の
試

験
で
は、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・
ジ
ャ
パ
ニ
l
ズ
と
い
う

留
学
生
が
効
率
的
に
目
的
を
達
成
す
る
の
に
役
立
つ

日
本
一訪
力
を
測
定
す
る
こ
と
と
し、
専
門
的
な
こ
と

で
は
な
く、
大
学
の
中
で
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
な

こ
と、
流
れ
を
しっ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
問
題
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す。

若
林一
「
日
本
官
学
試
験」
の
日
本
語
で
は、
新
た

に
記
述
式
に
よ
る

慨答
を
求
め
る
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は、
い
か
が
で
し
ょ
う

discussion 

－刀。水
谷一
日
本
語
能
力
試
験
は、
受
け
身
の
試
験
で
し

た。
こ
れ
は、
読
ん
で
理
解
す
る、
聞
い
て
理
解
す

る
こ
と
で
は
意
味
が
あ
り
ま
す
が、
受
け
身
だ
け
だ

と
自
分
の
意
見
が
出
て
こ
な
い
の
で、
自
分
の
考
え

を
こ
と
ば
に
す
る
こ
と
を
試
験
に
し
た
い、
ま
た、

そ
う
い
う
教
育
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
趣
旨
で
す。

記
述
試
験
は
採
点
に
当
た
っ
て
相
当
な
手
間
が
か
か

り
ま
す
が、
苦
し
く
て
も
そ
れ
が
必
要
と
い
う
こ
と

を、
受
験
者
や
教
え
る
側
に
ぜ
ひ
理
解
し
て
ほ
し
い

と
思い
ま
す。

基

礎

学

力

（

数

学 、

理

科
）

若
林一
「
日
本
留
学試
験」
で
は、
日
本
語
の
他
に、

基
礎
学
力
（
数
学・
理
科・
総
合
科
目）
を
測
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が、
数
学・
理
科
に
つ
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
生
の
母
国
と
日
本
の
学
習
内
容
に

は、
部
分
的
に
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
か。

星一
も
ち
ろ
ん、
諸
外
国
か
ら
の
学
生
の
学
力、
学

別自
純
聞
に
は
差
が
あ
り
ま
す
が、
向
等
教
育
機
関
で

勉
強
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
什抜
本
的
原
理・
法
則
の

部
分
は
測
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
ま
た、
そ
う
い
っ

た
基
本
的
な
原
理・
法
則
を
理
解
し、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
に
応
用
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
論
理
的
能
力

を
測
る
こ
と
が
重
要
で
す。
こ
の
能
力
が
あ
れ
ば、

大
学
で
の
学
問
に
対
応
で
き
ま
す。
ア
メ
リ
カ
の
S

A
T、
A
C
T
で
も
論
理
的
能
力
を
測
る
傾
向
が
強

く、
基
礎
的
知
識
と
論
理
的
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

測
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す。
そ
の
た
め
に

は
問
題
編

集委員
の

役割
が
重
要
で
す。

若
林一
文
系
の
留
学
生
に
対
し
て
も
数
学
の
試
験
を

課
す
こ
と
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

も
O

品川吋星一
本
来、
文
系
で
あっ
て
も、
論
理
的
能
力
を
測

る
た
め
に、
数
学
の
試
験
を
課
す
こ
と
は
大
切
で
す

し、
現
在
で
は
経
済・
経
営・
デ
ザ
イ
ン
等、
文
系

2 

で
も
数
学
が
必
要
と
な
る
学
部
が
多
く
あ
り
ま
す。

実
際
に
は
数
学
を
試
験
科
目
と
し
て
謀
さ
な
い
大
学

も
あ
る
の
で、
選
択
制
と
し、
大
学
が
選
択
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た。
な
お、
文
系
お
よ
び
数
学
を
必

要
と
す
る
桂
皮
が
比
較
的
少
な
い
理
系
学
部
用
の
数

学コ
i
ス
l
と、
数
学
を
高
度
に
必
要
と
す
る
理
工

系学部
用
の
数
学コ
I
ス
2
に
分
け
ま
し
た。

若
林一
理
科
に
つ
い
て
は、
物
理・
化
学・
生
物
の

三
科
目
か
ら
二
科
目
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
と
なっ
て

お
り
ま
す
が、
二
科
目
を
諜
す
こ
と
と
し
た
理
由
等

に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す。

星一
専
門
小
委
員
会
で
も、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
議

論
を
重
ね
ま
し
た
が、
そ
も
そ
も
自
然
科
学
と
し
て

は、
物
理・
化
学・
生
物
の
三
つ
の
分
野
の
知
識
が

必
要
な
ん
で
す
ね。
そ
れ
で
も、
必
ず
し
も
す
べ
て

の
分
野
を
必
要
と
し
な
い
と
さ
れ
る
大
学
も
あ
る
の

で、
二
科
目
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た。
こ
の
二
科
目
選
択
と
い
う
の
は、
学
生
の

発
展
性
や
潜
在
能
力
を
考
え
て
み
た
場
合、
幅
広
い

知
識
を
もっ
て
い
た
方
が、
大
学
の
勉
強
に、
さ
ら

に
卒
業
後
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考え
ら
れ
ま
す。

留学交捷2000.9

基

礎

学

力

（

総

合

科

目
）

若
林一
次
に
総
合
科
目
で
す
が、
こ
の
科
目
を
設
け

る
こ
と
に
なっ
た
意
図
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

3 
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し、

中嶋嶺雄l必)J r.·:i.＞；�時民

ボJ；（外l1<l,l日大学長

清
水一
文
系の
小
川の
町内γ伎
が
け
本の
大
学で
学

てい
ない
と 、

現
代日
本の
法
上俗
的知
品を
m
附
し

押
す
る
と
き 、

広い
立
川町で
川
上令
官
乍が
成
功す
る

か
ど
うか ．小
安が
ある
わ
け
で
す

川の
関わ
り
が
深ま
る一
五の
今日 、

際
社
会の
立
本
的
川
組につ
い
て
与え 、

能
hM
が
ある
か
ど
うか
を
測
定
し 、

占ま
ト～ 、
叶 一
川介
各

近
現
代の
川

判
断す
る

あり
ま
す 。

功す
る
だ
ろ
うと
仰
いを
持ち
たい
とい
う
立
問
が

日
本
間
学が
成

若
林一
総
什
科
けを
設ける
こ
と
につ
い
て 、

行
会
品で
も
品九州
が
あ
り
ま
した
が、

い
てい
かがで
しょ
うか

協
)J 

その山…につ

した
H
本で
は 、
従
米、

中
嶋 ・
総AH
科Hにつ
い
て
は 、
議
論が・円
熟しま

ぷの
抗
HM
が
どの
山村
山
あるの
か
とい
うこ
とが
よ小

めら
れ
て
き
ま
し
た
が、
調
査
研
究
協
力
者
会
議の

知
市川だ
けで
な
く

能刈つ
ま
り
思
＃刈 、

審議で
は 、

が
多
く
あ
り
ま
した。
それ
で、

判
断
－M
がい
か
に
ある
か
が
市円安で
ある
との
ぷ
比

m
系で
は
故
中・

文
系で
は
総人口
利
日

m
科で
その
部
分を
測
定し 、

を
設け
て
測
定しよ
うとい
うこ
と
に
なり
ま
した。

参
考に
なる
試
験と
し
ては
米
凶の
S
A
T
や
U
本

こ
の
よ
う
な
試
験は 、

で
は
川
際法
行教ト入
学の
人
ぷ
問題
字が
あり
ま
す 。

従
米に
ない
州
則
的な
もの

と
認
議
してい
ま
す 。
こ
の
よ
う
な
前
舵で、
山
水

した。
先生の
総九日
科
H
山中
門
小
委
日
会に
議
論を
委ね
ま

若
林一
シ
ラパ
ス
に
よ
れば 、
総AH
科目の
内
科は 、

公
民・
地
即日・
原
小んと
なっ
てい
ま
す
が、
｜｜ 
本

関す
る
知
識は
ど
の
川村
山
求め
ら
れ
るの
で
しょ
う

か 。

水谷修II州：fo,'f.l"I小州会l：代
名111b�外凶，\lt).;:"t教綬

清
水 －
中
嶋先生から
お
話が
あっ
たよ
う
に 、
知

設
を
問
うよ
り

能
hHを
問
うこ
とは
当
然
配
慮す
る

.J 

比例
礎
学
hMとい
う
と
知

こ
と
に
なっ
てい
ま
す
日
本に
附す
る
知
泌を
川

うこ
とは
避け
て 、
そ
うい
う
もの
を
M
利・と
して

uu目白川’
卜しギJ 、

1
1

2V
 こ

れ
につ
い
て
どの
程
度内
併で
き
る

の
か
を
問う問題に
したい
と
考えてい
ま
す 。

若
林一
従
米の
怠
山口
外同人
間
学生
統一
試
験で
は

併
以
山んの
み
を
却してい
たの
で、
TJ
16
E
HMY

 

ノ
hl
I
2mrHHtz

広がっ
た
とい
う
広
見も
あ
り
ま
す
が、
こ
れ
に
付

してはい
かがで
しょ
うか 。

清
水一
山山
川脳
内・詳の
範
聞が
広
く
なる
こ
と
で
留
学

ルーの
れ
担を
川や
すこ
と
に
なら
ない
かとい
うご

心
配も 、
雌かに
あり
ま
した
が、
出
題
範附とは 、

あ
く
ま
で
も
組
材で
しか
あ
り
ま
せ
ん 。
その
こ
と

を
知っ
てい
る
か
再か
を
問うの
では
あり
ません 。

．松
山ん
も 、
附一
界
史
的
時
代の
流
れ
で
は
な
く 、
山科

消・
行政・
川
際問
係
咋を
題
材と
して 、
それ
ら

につ
い
ての
以
併を
川い
ま
す 。
した
がっ
て 、
れ

相 一が
明大
したとは
身えてい
ません 。

11 

央病川
お
よ
び
山
題 ．2
U川

若
林 ・
次に 、
「日
本町
小北
験」
で
は
H火山九州を
ぷさ

ない
こ
と
に
してい
ま
す
が、
こ
れ
につ
い
て
はい

かがで
しょ
うか 。

中
嶋・
入
りU
で
日
本
語と
英
一品の 4一
か
同
語を
諜

す
の
は 、
川川
学生に
とっ
てか
な
り
れ
刊に
なる
も



の
と
思わ
れ
ま
す。
も
し 、
ど
う
して
も
比
請を
諜

す
必
．安が
あるの
なら 、
T
O
E
F
Lの
よ
う
な
川

際
的
に
認
知さ
れ
た
試
験を
使え
ばい
い
の
で
あっ

て 、
こ
の
試
験に
英
語を
設
ける
必
要は
あ
り
ま
せ

れば
H
本
語が
卜

分で
な
くて
も 、

ん 。
また、
語
学
能
hHにつ
い
て
は 、
能
hMさ
え
あ

日
本に
米て
か

ら
学
習
す
る
こ
と
がで
き
ま
す。

やれば
で
きるよ
うになりま
す。

集
中
的
に一
年
間

若
林一
川
町叫パ
却に
民
訓を
加えた
こ
と
につ
い
て

は 、
い
かがで
しょ
うか 。

中
嶋一
日
本に
仰
学
して
ほ
しい
人は 、

川
本
語が
卜

分で
な
くて
も 、
仁A・
4E’J J
l色、・ワ
L
Pみ

14
mwfjlj
J山
Jd
・1
lH

必
ずし
も

留
学
で
きる
迫を
川
註し
て
お
きた
かっ
た
か
ら
で

す。芝
田一
兆
訴の
山
姐につ
い
て
は 、

によ
る
授
業を
行う
大
学が
増えてい
くと
考え
ら

部 ．
に 、
9と
=1;_ 
'"' 

占iscussion

星猛1み総＇＇（.)J引l’’l小袋u会I:
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大学入試センター教綬

れ
る
こ
と、
加－ －
に 、
川
上小
説以
外の
必
礎
学
－HMを

iJ!IJ 

催
秀な川げγ小 い
に
付して
は 、

日
本
訴
能
－Mを
挫
科す
る
こ
と
を
条
件と
して
来
日

日
本で．
定の

とい
うこ
と
が
あ
り
ま
す。
つ
ま
り 、

前に
入
学
鴨川
川を
山
す
シ
ス
テム
構
築に
途
を
聞
く

同
年
制
大
学

なら
円
本
語
教
育の
則
間を
合め
て
例
えば
五
年
間

の
間
学プロ
グ
ラム
といっ
た
考えを
とっ
て
ほ
し

い
と
思い
ま
す。
こ
れ
によっ
て 、
大
学で
は 、
似院

ま
す
が、
こ
の
際に 、

秀な
学
生
を
保
保
す
る
こ
と
がで
さ
る
こ
と
に
なり

同
内
の
日
本
語
教
育
機
関
の

ま
す
ま
す
R
．叫に
なっ
てい
く
もの
と
号

山VAM川
＋酔 、

，，唱’川1
E
，t・

え
られ
ま
す。

2 

実
施
方
法
に
つ
い
て

若
林
「円
本山川
学試
験」
は
年
複
数
制
実
施す
る

とい
うこ
と
で
す
が、
同
数・
時
期
等につ
い
て
お

うかがい
しま
す。

が 芝
田

現
在lnlの 約
事 ほ務 で処 き理 る
能 だ)J け
の 必
限い
界Ii
等 がと よ
し、 し、
っ σコこ で
と す

か
ら中 I
而 、

一
月を
考え
てい

111i 

六
月と一

ま
す。
時
期につ
い
て
は 、
大
学や
日
本
語
学
校か

ら
様々
な
意
見
を
お
寄せい
た
だ
き
ま
した
が、
こ

れら
の調
和を
考えたヒ
で
決定しま
した。

若
林 ・
年
組
数
川
尖
施を
する
こ
と
によっ
て 、
同

によっ
て
有
利 、
不
利とい
う
問
題が
生
じ
て
くる

と
思い
ま
す
が、
こ
れ
につ
い
て
はい
かが
で
しょ

、qJAH 。
村
上一
従
来の
H
本
新
能
刈
試
験で
は 、
例
えば 、

一
級
で
川
O
O
点
小
の一 ．
八
O
点
を
基
準
と
し
て
い

て
も 、
．
．
 八
O
点の
立
味が
似
年
少し
ずつ
辿っ
て

い
た
わ
け
で
す。

難しい
年と
易しい
年

つ
ま
り 、

が
あっ
て 、
年によっ
て
難
易度が
追う 、
つ
ま
り 、

．平
均点が
変
動し
てい
るわ
けで
す。
「日
本印刷
学試

験」
で
は 、
持占…の
等
化を
行うとい
うこ
と
が
決

め
ら
れ
まし
た。
こ
れ
によっ
て 、
ど
の
同
の
試
験

2000 . .9 

を
受け
て
も 、
以
川
的
に
は
受
験
者に
布
利 、
イ4
平lj

は
なく
なる
こ
と
に
なり
ま
す。
ま
た、
何ト円…の
ぷ

f'i'/''l-交流

．が
ん
法も 、

出64
除ド
レL
E－
－h－
n．1
吋川

K4ドhH
r48
」《J4
4J
441
1・

ぷ山…で
は
なく 、

で
わぷ
心す
る
とい
うこ
と
に
なり
ま
す
従
米か
ら

川
上中に
は 、
いいぷ山…・ ．ト ．
品と
も一日うべ
き
もの
が
ある

:J 

わ
け
で
す
が、
こ
れ
を
打
破す
る
こ
と
は 、
大
き
な
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変
化と
Jえる
と
思い
ま
す
附一寸
化が
で
き
て 、

ト人

九－
凶q
f
・
・
、ノ
・・
〈・．、
．
l
K
7
・
昨l
L
L
UE除
、

川J
川山
品川
こ
U
if
A
l／
川μ
lトμ1・1
44
7h

月
実
施
で
も
一
一
川
実
施で
も 、

トヘリ．，r
ふ且晶
、
九日、

j
l

J

 

また
現
在
利川
ト刈

今
年の
ぷ
験で
も

法は
検
汁川され
て
お
り
ます
が、

こ
と
に
な
り
ま
す。

さ
ら
に 、

昨
年
の
試
験
で
も 、
ド川巾
に
川
じ
法
制叩
で
選
抜
で
きる

出
に
勉
強
が
で
き
ま
す 。

例
え
ば 、 受

験
者
は
得
点
を
U

六
日
の
hd
験
を

希
望す
る
大
学に
入
学す
る
に
は
あと
何

受
け
て 、

内…
m
や
せ
ば一

とい
うこ
と
がわ
かれ
ば 、

一
一川
の
試
験
で
日
間
述
成
で
き
る 、

受
験
抗
に
と
っ
て
大
き

な
励み
と
な
り 、
モ
ティベ
l

シヨ
ン
も
高
くな
り

選
抜の
実施とい
うこ
と
だ
け
を
与え
れば 、

ま
す論

も
あ
る
で
し
ょ
う
が 、

年 ．

川
の
実
施
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
品

受
験
者
が
段
々
U
標
に
近

1 i’£A
JH1r．h虫 、

f
Mrhfu訴
しド
什ノμH

づ
い
て
い
く
とい
う
立
味
で
も 、

ル浄
化
は
市
裂
な
の
で
すc

呼
化
の
尖
訓
の
た
め
の
条 r, 11il；｛人；’手数段

仲ドふ・晶、
．

つ
に
は
統
A
的
な
即．
論で
す。

ま
せ
ん
Jhu
み，

つ
は 、

日
本
の
研
究
はい
け川
位
な
水
準
に
あ
サ 、

心
配
は
あ
サ

こ
れ
は 、

等
化を
行う
に
は 、
膨
大
な
数
の
問
題
と 、

川
凶
作
成
の
体
制で
す

それ
ら

る
こ
と
が
必
．裂で
す
件、
〉
・

3
こ
ふふ、

そ
o
f
uα
l
l

を
使
っ
た
プ
リ
テ
ス
ト
に
よ
る
下
前
の
デ
l
タ
を
採

‘し・、J －排

，7JJJhu
sf

 

只と
予
算が
必
裂
に
な
り
ま
す 。
こ
の
下
業
に
点
念

H初
で
す

こ
の山…につ
い
て 、

す
る
肱
日
や
ア
イ
テ
ム
ラ
イ
タ
ー

な
ど
の
外
部
の
人

文
部
付と
日
本
川
際

教
育
協
会に
もご
即 日
解をい
た
だ
き
たい
と
思い
ま

す 。

こ
の
ぷ
験
の
成
行
は 、

てい
る
といっ
ていい
と
思い
ます

子
レい
つ．z．
1ι
ニ
れ
れ

つ

A、
ィi
σバノ
月，
L，7，7
ぺ

山根
日
前
入
学
許
可
の
実
現

若
林・
こ
の
試
験
で
は 、

つ
の
テ
ーマ

と
し
てい
ま
す
が、

とい
うこ
と
を ．

ょ、っ
か 。

試
験
の
実
施
地
は
と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
で
し

芝田政之

芝
田一
で
きる
だ
け
多くの
郎
市で
実
施したい
と

考
え
て
い
ま
す
が 、

ら 、
同
内で
は
北
海道 、ぃ以
北、

説、
・い
司、

6 

こ
れ
も
事
務
能
hMの
限
界
咋か

)L 
Jli 

判
。〉
作
者I�
で
7ミ
施中

日11
if1j. 
外近

問
点、

で
は 、
印川
学
希
望
苫
の
多
い
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に 、

’
l－
l、

’

i
 

Ju・
Jun

a
O
W仰
市
川村
山で
実
施す
るこ
と
と
してい

ます。3 

「
日
本
留
学
試
験」

支
援
策
に
つ
い
て

の
た
め
の

若
林一
海
外で
%
施し 、
山政
け
前に
入
学

時川川
を
山

す
とい
うこ
と
に
なる
と、
日
本
語
hH
（
ア
カ
デ
ミ

ツ
ク・
ジ
ャ
パ
ニ
l

ズ）

が
十
分で
ない
留
学生
も

ト入
学に
入
学す
るこ
と
が
予

知され
ます
が、
そ
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
刈
策
が
必
．裂
に
な
り
ま
す
で
し

よ、
っ
か。

水
谷・
海
外での
日
本
Jの
作
技は 、
山間
念
な
がら

英
語に
比べ
てはる
か
に
低
く 、
日
本
に
来
て一
年

文部符学術｜匝｜際），J｛子｛学’1:,1県民

山
内r
w
し
て
か
ら
試
験
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
に 、

向川
内ドルー
に
山
労を
強い
てい
ま
す。
政日
前
入
学
内

可に
切
り
将わ
る
と、
試
験
を
受
け
る
前
に
U
本
語

を
川γ
押す
る
機
会
が
少
な
くな
り 、

受人れ
を
汁
可

した
ト八月γが
日
本氏川
故山けを
川
ぷす
るこ
と
が
必
．安

し
た
が
っ
て 、

今
後
は 、

海
外
で
の

と
な
り
ます。

子
術
学
刊の
機
会を
で
きる
だ
け
多くしなけ
れ
ば

そ
の
た
め
に
は 、

子
昨 、

人
材
を

な
り
ませ
ん
し 、



斗川
両
的
に
配
附
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す 。

例
え
ば
I
T
に
よ
る
教
打
の
機
会
な
ど 、
印
字
希
望

ル川
州
を
い
く
つ
く
る
必
泌
が
あ
り
ま
す

府
の
た
め
の
日
本
紙
を
海
外
で
学
刊
で
き
る
よ
う
な

若
林一
「
日
本
町
山下
試
験」
を
実
施
し 、

そ
の
た
め
の
完
施
体
制
や
五
援
策

拡
光
し
て

い
く
た
め
に
は 、

等
が
必
要
で
す
が 、
こ
の
点
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い 。

水
谷一
海
外
で
の
実
胞
に
作
い 、
実
施
川
と
の
辿
紛

実
施
同
に
お
い

を
術
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

て
広
く
万
能い
を
つ
か
む
努
hM
を
し
て
い
た
だ
き
た
い 、

い
ま
す

そ
の
た
め
の
予
算
も
保
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
忠

芝
田一
調
査
に
つ
い
て
は 、

っ
て
準備
を
進
め
た
い
と
与
え
て
い
ま
す

い
ろ
い
ろ
な
下
段
を
他

hF
円可
わ除Irド

ヲ也
まド1
川、

同「
山叫・
1υh7パノ
れM
l、
，H
，

O
都
山
判何
度
と
い
う

注iscussion
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若林元（司会）
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こ
と
で
す
が 、
山中
央
ア
ジ
ア
や
点
欧
に
も
日
本
M
mr

希
望
お
は
多
く 、

将
米
的
に
は 、
こ、つ
い、っ
と
こ
ろ

に
も
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

清
水・
ア
メ
リ
カ 、
イ
ギ
リ
ス
で
は 、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
に
よ
る
試
験
の
怖
慨
提
供
が
此叫
ん
で
す 。
プ
リ

ン
卜

す
れ
ば ．
0
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
よ
う
な
資
利
を

社
界
中
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す 。
こ
の
試
験
で
も 、

広
間
と
い
う
耐
で
そ
れ
に
阿
敵
す
る
よ
う
な
好
刈
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

星
ア
メ
リ
カ
の
E
T
S
で
は 、
付
協同千
郎 、
。
作部

rI
f

－－

d
／

 

訓
川
が
充
実
し
て
い
ま
す 。
却
制
に
つ
い
て
も
っ
と

努
－M
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思い
ま
す 。

村
上一
店
側
と
い
う
こ
と
で
は 、
．K
川資
総
な
ど
各

純
資
格
に
つ
い
て
川
際
岡山
市
に
介
放
し
た
も
の
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
市
民
で
す

そ
の
山…
で 、
今
川
の

け
上弔
問
山下
試
験
の
取
り
組
み
は 、
m
な
る
向川mr
午 ．
選

抜
を
超
え
た 、
評
価
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化へ
の
大
き
な

一
歩
と
パ
え
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す 。

中
嶋

水
行
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に 、
こ
う
い

う
試
験
制
度
に
変
え
た
こ
と
に
よ
っ
て 、
11．、．Llん
A

11
AA－－2川民主

山川
を
も
っ
と
光
夫
さ
せ
る
必 ．
裂
が
あ
り
ま
す 。
こ
の

山…
に
つ
い
て
は 、
文
部
約
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す 。
も
う ．
つ
は 、
大
学
側
の
川
越
で 、

波
U
前
入
学
許
可
を
推
進
し
て
も 、
各
大
学
の
事
情

で
こ
の
よ
験
を
利
川
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
ぷ
味
が

あ
り
ま
せ
ん c
日
本
の
大
学
は
川
際
化
の
認
品
が
卜

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で 、
大
学
人
が
本
術
的
に
必

識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 。

正川
で
九千
ぶ
体
制
づ
く
り
な
ど 、

例
え
ば 、
英

印
字
似
に
窓
を
聞
い

て
い
く
そ
の
た
め
に
は 、
品川氏
川口rA U札
な
ど
けパ
体
的
な

イ
ン
セ
ン
テ
イ

ブ
を
設
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
年

え
ま
す 。
川h仏
大
学
も
独
立
行
政
法
人
化
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
お
り 、
今
後
は 、
波
H
前
入
学
許
可
の

実
現
の
布
保
な
ど
に
閲
し
て 、
大
学
の
訓
川
を
しっ

か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
症
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す 。

芝
田・
こ
の
此
験
が
利
川
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は 、

そ
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
必
要
で
あ
る
と
年

え
て
い
ま
す 。
ハ
体
的
に
は 、
波
日
前
入
学
山川 ．叶
を

山
す
大
学
に
対
し
て 、
文
部
約
の
九千
山中川
焚
励
引を ，γ

約
し
て
い
く
こ
と
を
検
川
し
て
い
ま
す

ま
た 、
こ

の
ぷ
験
の，γ
弥
で
す
が 、
米
年
度
の
概
弥
安
心小
で ．．
 

位
円
を
計
卜 ．
し
ま
す 。
将
米
的
に
は
予

算
も
増
額
し 、

I
T
を
市
川
し
た
試
験
を
民
聞
し
て
い
く
こ
と
が
け

慌
で
す 。
海
外
実
施
の
而
で
外
務
省
に
も
協
hM
を
ボ

め
て
お
り 、
川
を
あ
げ
て、」
の
試
験
に
取
り
組
ん
で

2000.!J 

い
き
ま
す 。

若
林一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。
時
間
と
な
り

ま
し
た
の
で 、
こ
れ
で
終
f
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

f'/Iタ3ど「iJft7 



特集
日本留学のための試験

日

本

留

学

の

た

め

の

新

た

な

試

験

に

つ

い

て

ーー渡

目

前

入

学

許

可

の

実

現

に

向

け

て

｜l

（

概

要

版
）

一一

「
新
た
な
試
験」

の
開
発

川
我
が
国
の
留
学
希
望
者
に
対
す
る
入
学
選
考
の

手
続
き
や
方
法
は、
欧
米
諸
国
に
比
し、
必
ず
し
も

分
か
り
ゃ
す
い
も
の
で
は
な
く、
留
学
希
望
者
に
過

度
な
負
胞
を
強
い
て
お
り、
こ
の
こ
と
が
我
が
国へ

の

貿Z
跨
路
さ
せ
る
要
因
の一
つ
と
なっ
て
い
る。

優
れ
た
留
学
生
を
世
界
各
国
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上

に
我
が
固
に
引
き
つ
け
る
た
め
に、
波
目
前
入
学
許

可
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り、
そ
の
た

め
に
必
要
な
日
本
留
学
の
た
め
の
新
た
な
試
験
の
内

容、
実
施
方
法、
実
施
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
し、

取
り
ま
と
め
を
行っ
た。

ω
新
た
な
試
験
は、
我
が
国
の
大
学
（
学
部）
等

に
入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
の
日
本
語
力
お

よ
び
基
礎
学
力
の
評
価
を
行
う
試
験
と
し、
そ
の
名

称
を
「
日
本
留
学
試
験」
と
す
る
（
以
下
「
日
本
留

学試験い
と
い
うb）。

＠ 

「日本留学のための
新たな試験l
調査研究協力者会議

一
一

ω

現
行
の
私
費外
国
人
留
学
生
統一
試
験
は、
「
日

本
留
学
試
験」
の
開
始
年
の

前年
の
実
施
を
もっ
て

廃
止
す
る。
日
本
語
力
の
測
定
に
つ
い
て
は、
現
行

の
日
本
語
能
力
試
験
（一
級
1
四
級）
の
利
用
に
代

え
て
「
日

本質子試験」
に
お
い
て

実施す
る。

ω
大
学
院
は、
そ
の
専
門
分
野
に
よ
り
求
め
ら
れ

る
能
力
及
び
条
件
が
多
様
で
あ
り、
ま
た、
大
学
問

で
研
究
指
導
教
員
を
主
体
と
し
た
情
報
交
換
等
に
よ

る
受
入
れ
の
述
携
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら、
大
学
院

レ
ベ
ル
の
た
め
に
特
定
し
た
試
験
の
開
発
は
行わ
ず、

大
学院
独自
の
選
考に
委
ね
る
も
の
と
す
る。

2 

「
日
本
留
学
試
験」
の
基
本
的
内
容
等

ω
試
験
科
目
等

試
験
科
目
及
び
各
科
目
の
試
験
時
間
は
次
の
と
お

り
と
す
る。
ま
た、
各
科
目
の
試
験
の
出
題
範
囲
等

に
つ
い
て
は、
各
科
目
の
シ
ラ
パ
ス
に
よ
る
も
の
と

す
る。

文
系一
日
本
語
（一
二
O
分）、
総
合
科
目
（
八
O

分）、
数
学
（
八
O
分）

理
系一
日
本
語
ご
二
O
分）、
理
科
（
物
理、
化

学、
生
物
か
ら
二
科
目
選
択・
八
O
分）、
数
学

（
八
O
分）

な
お、

主聞
に
つ
い
て
は、
「
日
本
留

学試験」
で

は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し、
必
要
に
応
じ
て
各
大
学

等
に
お
い
て
T
O
E
F
L
等
の

活用を
図
る。

8 

ω
出
題
言
語

日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
出
題
す
る
（
日
本
語
の

科
目
は
日
本
語
に
よ
る
出
題
の
み）。

日
本
語
に
よ
る
出
題
に
お
い
て
は、

専
門
用
語等
に
英
詩を
付
記す
る。

外
国
人
名、

ω

解答
方法

日
本
語一
多
肢
選
択
方
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト）
及

び
記
述式
と
す
る。

基
礎
学
力…
多
肢
選
択
方
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト）

と
す
る。

川町
成
績
評価

年
複
数
回
実
施
を
行
う
こ
と
か
ら
得
点
の
等
化
を

行
う
と
と
も
に、
複
数
年
度
を
通
し
て、
素
点
で
は

な
く
共
通
の
尺
度
上
の
得
点
で
成
績
を
表
示
す
る
こ

と
に
よっ
て、

受験者
の
成

績評価
に
公
平を
期
すο


